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６．くらしを快適にする 

（１）都市活動に不可欠なライフラインを収容する道路空間 

道路は、都市に必要な多くのライフラインを収容する機能を有しています。主要な交通

機関である地下鉄も道路の地下空間があってこそ整備が可能となります。 

道路空間は、公益事業（水道・ガス・電気等）用の施設を収容する貴重な空間です。管

路や架空線（電線等）など、様々な形で道路空間を利用し、住宅などあらゆる施設をドア

ツードアで結んでいます。 

東京都においては、道路 1km 当たり約 18km、さらに区部では約 30km の管路が道路に収容

され、住民の方々などのサービスに寄与しています。 

 
図 6-1 道路の収容空間としての機能（断面図） 

出典：「活力ある首都東京の創造～道路整備の果たす役割～」東京都建設局 
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道路上空の電線や電話線などを地中化することにより、歩行や消防活動の妨げとなる電

柱・電線類がなくなり、快適な都市環境が創出されます。道路空間をより良く利用できる

よう、電線類の地中化を推進しています。 

 

整備前 整備後（イメージ）浅層埋設方式
　　　電線共同溝

整備前 整備後（イメージ）浅層埋設方式
　　　電線共同溝

図 6-2 電線共同溝整備イメージ 

出典：国土交通省資料 
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（２）地域の交通環境、安全性を改善し一体化を促進する鉄道の連続立体交差化 

時として、社会や地域の変化に対応して、社会資本の質を高めるための改良が必要とな

ります。鉄道は東京圏の社会活動を支える重要な社会資本ですが、平面に敷設されること

が多く、市街地の拡大と周辺の自動車・歩行者交通の増加、鉄道の運行本数の増大等に伴

い、踏切遮断による交通渋滞及び踏切事故等の様々な問題が顕在化しています。 

連続立体交差等の踏切除去は、これらの問題を解決し、利便性や安全性の向上、線路で

分断されていた市街地の一体化と地域活力の向上、鉄道輸送の安全性と輸送力の向上等に

寄与します。また、市街地整備事業との一体的な施行により、総合的なまちづくりによる

都市の再生、活性化に強いインパクトを与えます。 

○踏切の生む問題 
表 6-1 ピーク時の踏切遮断時間の例 

鉄道路線名 踏切 

ピーク踏切

遮断時間 

（分/時間） 

最大渋滞長

（ｍ） 

ＪＲ中央線
小金井

街道 
53 500M 

京王電鉄

京王線 
国領１号 49 380M 

西武池袋線
石神井公

園１号
51 410M 

京急本線・

空港線 

京急蒲田

第５踏切
39 550M 

（注）ピーク踏切遮断時間は、終日のうちで踏切遮断時間

が最も長い時間帯。東京都資料より国土交通省が作成 

都内の踏切には、ラッシュ１時間の遮断時

間が 40 分以上にも及ぶ箇所があるなど、自

動車や歩行者の通行に悪影響を及ぼしてい

ます。 

さらに、鉄道の両側まで来ている道路が、

鉄道の部分で分断され、踏切も無いために迂

回をさせられている場所が多くあります。 

東京都内の全踏切による経済損失は年間

に約 4000 億円に及びます1。 

 

○踏切の除去 

こうした踏切の問題を解消するた

め、立体交差化などによる踏切の除

却が進められてきました。昭和 44 年

（1969 年）度に都内に約 1,700 カ所

あった踏切の数は着実に減少してき

ましたが、現在でもまだ 1,200 カ所

が残されています。 

 都心部を中心に立体交差化が進ん

でいますが、ロンドン、パリに比較

して非常に多くの踏切が残っており、

一層の踏切対策の推進が望まれます。 
注）事業延長は連続立体交差事業等によるものを示している。 

図 6-3 東京都の踏切数と立体化事業延長の推移  
出典：踏切対策基本方針 東京都 

                                                  
1東京都「踏切対策基本方針」より 
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 図 6-4  ロンドンとパリとの比較に見る東京の踏切密度 
出典：スイスイ・シティ大作戦 HP （東京都「踏切対策基本方針」より作成） 

 

○連続立体交差事業の効果 

「連続立体交差事業」は、鉄道の一定区間を高架化等することで多くの踏切をまとめて

解消する都市計画事業です。小田急小田原線（成城学園前駅～登戸駅区間）連続立体交差

事業では、13 箇所の踏切を除去しました。 

 

図 6-5 小田急小田原線の連続立体交差化の前後比較（喜多見６号踏切付近） 
出典：「活力ある首都東京の創造～道路整備の果たす役割～」東京都建設局 
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交差道路 13 路線について、高架切替前、高架切替後の時点で、交通状況を調査した結果、

自動車の旅行速度が著しく改善（8km/h→19km/h）され、鉄道を横断する自動車、歩行者お

よび自転車の交通量も大きく増加し、地域の交通環境は大きく改善されました。 

 

 

図 6-6 交差道路の自動車交通の変化 

出典：スイスイ・シティ大作戦 HP 

図 6-7 歩行者・自転車交通量の変化 

出典：スイスイ・シティ大作戦 HP 

 

これら踏切除去等の効果を試算すると、走行時間の短縮と走行経費の節減で、年間約 75

億円に相当し、都市計画事業として負担した事業費 370 億円に比較しても大きな効果を生

んでいます。 

さらに、連続立体交差化と同時に、鉄道の複々線化が行われ、鉄道利用者にとってもメ

リットを生んでいます。 

 

注）連続立体交差事業は、都市交通の円滑化に寄与することから、道路整備の一環として、国と地方

公共団体が費用の約９割を負担して実施しますが、鉄道事業者も踏切の管理等に要する費用の節減

や高架下を利用できることなどによる利益分として費用の約１割を負担しています。 

当該事業の場合、連続立体交差化にあわせて鉄道の複々線化を行っているため、小田急電鉄の負

担額は 490 億円となっています。 

 

48 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


